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prefecture，　during　a丘ve　year　period～　The　present’study　wa6　carried　out　on　each　group　of　children

（10－25in　number）by　living　environments．　Th6　dietary　su｝Veys　for　obtaining　information　oll　actual

food　consumption　were　done　using　a　weighing　Inethod　for　three　days　ru皿ing　for　each　season　twice

during　a　five－year－i亘terval　from　1968　to　1977．　　「國『．11目…
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was　greater　as；compared　to　that　in　other　areas．　The　nutrient　intake．patterns　in　four　districts　changed
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colored’ones）、along　with　the　decrease　in　intake　of　confectioneries，、yet　pOor　intakes　of　green　leafy

vegetables，　milk　and　cereals　were　observed　commonly　l　among　all　the　children　in　the　four　districts．

　　3）　The　intakes　of　animal　protein　and　fat　6f　the　children　in　the　suburb　quarter，　and　the　ones　of
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　近年のわが国の高度経済成長に伴う食生活の多様化

は，食習慣や食嗜好が形成され，定着が始まるとされる

幼児期の栄養素摂取の上に，どのような影響を与えたで

あろうか。．このような視点に立って，新潟県内幼児の栄

養素摂取の実態を叫・農・漁村および都市近郊等生活環

境別に把握するとともに，時代の変転によるそれらの推

移につし｝て，．、1♀681年ヵ・ら1977年にかけて約5年の間隔

を経て調査∫し，検討を試みたので∬その結果を報告する。・

　　　∵調査方：法　　
1．対象地区の概況　　　　　　　　　　　　　・．

調査開始時の概況は第1報1）のとおりであるが，5年

t．幼児の食生活に関する研究’（第2報）

・　、Dietary　StUdieS　of　Preschool　Children（Part　2）

　　〒950新潟市海老ケ瀬471　　　＞　　r「．

後の概況を表1．に示した。，
　　　　　．　　　　　、　、　　パ
　2．調査対象
　山・農・漁村は農業あるいは漁業世帯，都市近郊は常

用勤労者世帯のそれぞれ4～6歳の健康な幼’児（表2）∴

を対象とした6山r農・漁村は悉皆調査，都市近郊は調

査を依頼して協力の得られた対象であるが，いずれも推

計学的な検討を試みるに十分な対象児数の確保は困難で．

あ：った。∵　、。－：1い』∫．し∵’・：一、’ミ．1・，’1・1㌧

13．’ ｲ査時期と期間　∵　1バ、　．，’、　　，　’鎗，

　表2に示す年度のそれぞれ四季の各連続した，3旧間

（通年、12日間）、，である。“，　・○”．・∵』　．　’・

、4．∵調査内容と方法ド㌧：”　：’㌧㌃一一㌧　　『1．，．

’ユ）食餌摂取状況調査，国民栄養調査に準じ，個人別

秤量方式によつたゴ栄養量の算定は三訂日本食品成分表

の成分値500品目を入力した電子計算機を用いて行なっ・
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表1．調査対象地区の概況’（5年間の変動）

調　査　対　象　地、区

　　山　　　　村

（中頸城郡吉川町尾神）

　　　農　　　亀村

（新潟市海老ケ瀬，津島屋）

漁　　　　村

（新潟市松浜） （新潟市大形地区）

標高400mの山腹にある2

級僻地で豪雪地。人口約

270人で10％減，戸数49

戸で17％減，戸主の70％

が出稼ぎに出る。学校給食

の開始，道路整備，保育所の

開設，モータリゼーション，

家庭生活の電化，L．P．G．

の普及等生活環境にかなり

の変化が見られた。

交通の便利な近郊の田園地　阿賀野川の河口に面し，総

帯で，新興住宅地や木工，　世帯数の4．3％にあたる

印刷，石材の工場団地とし　113世帯が漁業を営み，5

て開発され農業の機械イビ年間に19％減ず。専業漁

が進み，ほとんどが兼業農　家36％ジ漁船の規模・漁獲

家で，農家所得1零潤沢であ．高ともに20～14％増加。

る。市立保育園児は給食を　大規模な化学工場があり，

うけ，私立幼稚園児は弁当・新興住宅地として開け，世

を持参しそいる。・　　　帯数は25％増加す。保育

　　　　　　　　　　　　　園児は給食をうけている。

県立新潟女子短期大学付属幼

稚園の所在地の周辺地域で，

国道7号線沿いの田園に隣接

した新典住宅地である。人口

が急増し，スーパーマーケッ

ト等が増え，その規模も拡大

された。該幼稚園児の保護者

の77％が常用勤労者，母親

の80％は主婦専業である。

▲

〒1

r’

’．表2調査対象およ渉調査年度．・

’∫　’

コ調　1査，　地・：｝域

山　彗，

前回調査　　　　　．．、．平均年齢4・8歳　　　平均年齢4．7歳三、．・平均年齢4．8歳　　　平均年齢5．5歳

調査年度 1971年・ ・・：　　1968年 了い　　∵1969年 1972年

今回調査／

　　　　　パ　　　　ン　　ソ

　　　　　　平均年齢5．1歳 平均年齢5．2歳　　　平均年齢4．8歳　　　平均年齢5．3歳

調査年度 1975年 1973年 1974年 ig77年

平均年齢は調査年度の10月1日現在の平均値

＿∵　．　　　　　　　パ‘　　　，　　’　一‘

た二得られた成績の比較基準には，．昭和50年改定の栄

養所要量の算定方式2～にならい，事対象児の個人別栄養所

要量を算出して適用した。なお，動物性たん白質所要量

は動物性たん白質比を50％、とiし，コ脂質所要量は脂質エ

ネルギー比を25％としてそれぞれ算出した。また，’食

糧構成基準量は，手塚ら3）の食糧構成基準をもへとに表3

のごとく試作し，おのおのに対する摂取比率を求めた。

　2）摂取比率パターンの類似性食品ならびに栄養素

摂取比率パターンの，基準量・所要量ンくターゾ（それぞ

れioO％’とする）ンに対す類似率は1田村ら4）の数値群パ

タニン解析法により算出し，また，それら摂取比率パタ

ーンの、4地域相互の類似性は，丸井ら5）の偏差パターン

類似率にま：り求めた6二なお，F算出した類似率が1．0に近

いほど，比較じた二づのパターンはよく類似しているご

とを示す。：∴ご∴　’…・

　3）　摂取不足おまび適量・多量摂取児の比率の推移

比較基準に対して摂取比率が50％以下を摂取不足，91

～110％を適量摂取∫201％以上（食品の場合）または

151％以上（栄養素の場合）を多量摂取として，各群に

属する対象児数の5年間の推移を百分率で示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　4）　体位測定身長，体重を測定し，各調査年度の対

応する昭和45年，50年，55年における日本人の栄養
所要量作成に用いられた体位（推許）基準値？と対比し

て，比率を求めた。　　∵＿』㍉　　、：
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表‘3．本調査に賦用した食品構成　　（g） 5）　体力測定　第1報1）に同じ。

年齢別・性別　＼ 結果および考察

食品群別 4～5歳

男　　女，

いも頚∵

砂糖類．

．．菓子類一

油脂類，，

豆　類．

緑黄色野菜

　その他の野菜

　果実類1
イ』 實﨤ﾞ．

肉類　
　卵　類’，

乳類・・

140　120

100　　80

30　　30

，5　　5

⑩．．40

10　　10

40　　40

50　　50

100　100

100　100

30　　30

30　　30

50　　50

300＊　　300＊

＊生乳換算した数値

　　6歳　　　　　1．摂取食品の充足状況と5年間の推移

　　　　　　　　　対象児の摂取食晶量のi基準量に対する摂取比率，およ
　男　　女
　　　　　　　　び基準量パターンに対するパグーン類似率の推移は図1

150　130　　のとおりである。また，基準量に対する食品摂取状況を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ’120　100　　摂取不足，適量・多量摂取に分けてその推移を示レたの

　・30　30　　　　　　　　　　　’　ひ

　、10　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　ぐ　　　　　　ハ
　．50　’　45＿　　．．＿＿＿＿．＿＿＿一．＿o　　Ioo　　2000　　100　2000　　100　　2000　　100

　　　　　　　　穀　　　　類

　　　　　　　　砂　　糖　　類
，．40

　〆　　　　　　　　　油　　脂　　類

・3535　乳ノ類蕊L。ボ＿68→，3＿69－，、＿＿η
；－5050　難壁5麸薩・88・一・…3・89⊇・・8・837－・927…一・・2

　　　　　　　　　　　　　　山　村’　農　村　　漁　村　　都市近郊
，・－290＊　　290＊　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　ヂ　　　　　　　図1．摂取食品量の基準量に対する摂取比率とパタ

　　　　　　　　　　　　ーン類似率め推移

　　　、r

表4．基準量に対する食品摂取状況の推移
〕『

（単位：％）

ド調 査 地 域

摂取比率　く50　91～110201＜　＜50－91～110201＜　＜50　91～110201＜　＜50　91～110201＜
　（％）

調査年度・71・・75・71・75・71：75’68’73’68’73／68’73’69’74’β9、．’74’69・74’72－’77’72’77；72’77

食品群別

㌔穀　類　3　0

　いも類　35　31

　砂糖類　346

　油脂類　30　8

　豆　類　1923

24

11

8

16

24

31　　　0　　　0　　25　　　0　　15　　18　　　0

0　　5　　31　30　　10　　5　　0　　0

0　　46　　31　　65　　8‥　0　　22　　　5

54　　　0　＾　8　　25　　23’　0　’10　　20

0♂14

55『43

1r　28
3w100

ご3　29

10

0

0

14

14

29

10　0
：0パ0

50

10

0

r30

10
0’0念20　7べ12　5L35　37

一緑黄色甫467724
野菜

その他　11　027
の野菜

果実類　2239⑱11 8　41　　15’10：18r15つ’15”35　23づ、10　「20：　0．：0’29，’‘40－、4・15　　5　　2．ピ48　　8

“’

實﨤ﾞ　3q，38，11

肉　類　7631　0

’卵．類4115，11
季L　　類　、97　　23　　’b

8　‡5

0　“0

8　0
’0　0

’8　　15　　20　　15　　3」ノ

8．．70　　28　．’5　’15”

0　40　．38　　5　　13　’

065’48’301ゴ

10　33　0

5　0　86

5　0　86

0　0’0

10　セ　0　’　0　　57．70　、12

1014’50。00’15
2σ14．10．、ρ．，021

0　　　0　　20へ’14　兀　σ　　’8

26　10

7L　12

’21　16

2日22

9、28　26

5　16　25

19．2，9、

‘9　7、7
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表5．対象幼児の5年間に

エネルギー（Ca1）
調査地域 調査年度

叉 S．D． C．V．（％）

山　　村

・971

・975｛

摂取　量

所　要量

摂　取　量

所　要　量

1，440

1，437

1，475

1，541

171

108

202

157

11．9

7．5

13．7

10．2

農・　村

・968

．・973｛誘：

1，390

1，541

1，509

1，665

333

87

270

180

23．9

5．6

17．9．

10．8

漁　　村

一・9
V4｛摂、取　量

所　要　量

1，582

1，411

1，702

1，460

235

80

419

154

14．9

5．7

24．6

10．5

都市近郊

・972

・977

摂　取　量

所　要　量

摂「取　量

所　要　量

1，823

1，555

1，635’

1，584

211

124

306

113

11．6

8．0

18．7

7．1

が表4である。基準量に対するパターン類似率の上昇か

ら》いずれの地域も基準量パタニンた接近する方向へ推

移していることが知られた。4地域共通して肉，油脂類，

その他の野菜の増加および菓子類の減少と，依然として

緑黄隼野菜（摂取比率、46～63％），乳類（同48〔98％）

および穀類（同79～90％）の不足がみられた。，各食品摂

取比率の5年間の推移を指数でみると、43～424％にお

よんでいる。なかでも著しい推移を示した山村は，乳類

（424％）と肉類（313％）の増加がその最たる要因である

が，この山村の場合は，ト保育所の開設に伴い，’年乳飲用

と弁当持参により動物性食品摂取の機会が増えたことに，

よるところが大きく，生活環境の改善による恩恵の一反

映と考えられる。しかしながら，冬季は豪雪のため保育

所は閉鎖され，したがってこれら食品の年平均の摂取比、

率はまだ低く，乳類は55％，肉類は88％であり，しか

もこれら食品の摂取不足児が23～31％おり，適量摂取

児は皆無であった。＾他方；最も変化の小きかったのは都
み　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　ヰ　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　しノ

市近郊であるが，肉・油脂類の摂取比率は198～194％

、で，それらの多量摂取児が25～37％みられ，乳類につ

’いては，摂取比率は98％で，摂取不足児28％，適量・

多量摂取児9～7％であった。次に，山村同様著しい変

化を示した漁村は，魚介類の多量摂取が減じて，肉類の

顕著な増加と置換され，肉・油脂類の摂取比率は103～

105％，また乳類のそれは88％であり，これら3食品

の摂取不足児が減じ，適量摂取児が増え，多量摂取児は

、皆無であった。ついでやや低位の変化を示した農村は，

肉・油脂・乳類の摂取量は若干増えたものの，その摂取

比率は77，WgO，48％と低く，これらの摂取不足児ぽ5

年前より減じたが，まだ25～48％みられた。

　　なお，穀類摂取にらいては，都市近郊にのみ米類の減

少（41％減）とパソ・めん類の増加（72％増）が著し

　く，～また，摂取不足児は都市近郊と漁村にのみ約10％

みられ，適量摂取児は都市近郊を除く3地域にやや増加
。f

ｵた。また，摂取比率が著しく低くプ4地域とも不足す
『’

髏H品は緑黄色野菜であり，摂取不足の対象児は50～

77％におよんでいた。
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おける摂取栄養素量の推移

た ん 白 質

総量（9） 動物性（9）
脂質（9） 糖質ぺ9）’

叉．S．D．　C．V．（％）　　三　　S．．ID．、’C．V．（％） 5ξ　、S．D．　C．V．（％） 叉　、S．D．，，C．V．（％）

‘、40ト　　　5．9　　　14．8

・43 3，9 9．r

”46’　　　7．8　　　17．0

46
4．6　　10．0

13

22

20’

3．7　　28：5”

1；9　　　8．6

3：9’　　19：5，

23’　　2．3　　10．0「

32，　　8．5　　26．6

39‘　　2二8 7．2
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　これら4地域相互の食品摂取バターソの類似性につい

て検討してみると，最も似ていたのは，’前回と今回の両

調査ともに山村と農村（偏差パタrシ類似率，－0．101；

01396）rであり，最も似ていなかったのは，前回調査で

は山村と漁村’（同，－0．658），今回調査では農村と都市

近郊（同，’」0．717）の各パターンであった6

　2．摂取栄養素量の充足状況とその推移

　対象児の摂取栄養素量の推移を総括したのが表5，6

および図2である。表5に示すごとくジ各個人ごとに計

算した栄養所要量の変異係数（1．9～12．9％）に．くらぺ，

栄養素摂取量のそれ（7．5～94．0％）がかなり高値であ
　　ト
り，栄養素摂取上の個人差の大きいことがうかがわれる。

栄養素別に摂取上の個人差を検討すると，エネルギーお

よび糖質はやや小ざく，他方，、発育期の栄養上どくに必

須の栄養素においてはおおむねやや大であった。また，

地域別には概して山村，都市近郊の変異係数は小さく，

漁村のそれが大であった。

　5年間における各栄養素摂取比率の推移を指数でみる

と『75～171％、で比較的小さく，また地域別にそれぞれ

多様であうて㌧4地域に共通の現象はみられなからたも

めの，㌧前回と今回のパタニン類似率の比較から，山6漁

村のパターソが所要量パタ」ンにやや接近し，’また農村

と都市近郊のそれもV．℃摂取比率の著増を除いてはお

おむね所要量パタ」ンに近づき∴平均的な栄養水準は概

して望ましい方向に推移した。　　　　　　〔、∴’：

∵エネルギーから鉄までの摂取比率パターンは5年間の

推移にもかかわらずジ山V農村のそれは漁村・都市近郊

めそれとは対照的な軌跡を描き，前者は摂取不足が改善

されて，山村は総だん白質が，農村は総たん白質，『カル

シウムおよび鉄が所要量を満たし，．両地域の動物性たん

白質と脂質，および山村のカルシウムと鉄がそれぞれ適

量摂取域の下限に接近または到達したところであり元後

者はすでに所要量および適量摂取域の上限を凌駕してお

、り∵．5年間における生活環境別の栄養素摂取状況推移の

差異が明瞭に観察された。，しかしながら，ここで注目さ

れるのは，幼児の発育に関与する動物性たん白質，’・カル

7
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．，表5．

カノレシウム（mg） 鉄（mg）

ピ タ

A（IU） B、（mg）’

、　叉，・　s．．D．，　C．V．（％）　　5ξ・　S．。D．．℃．V．（％） ・5ξご．．S．．D．．℃．V．（％）　　15ξ　’S．D．．　CV．（％）

298

413

401　13．4

35・　8・5

387；　　88：　22．7

460
55－・　　12．0

7．9　　　　0．6、　　　7．5

8．．1，　　0．4二　　4．9

8．0．　　1：0’　　12：5

8．6　　　0．5　　　5．8

981し：：　　332’　　33．8

1，135， 421　　3．7

911：：　216：　23．7

1，176
36

3．1

0．42’　　0．07　　　　16：7

0：57　　　　0．04

0．47：　　0：07

’0．62：　　0．06

7．0

14：9

9．7

3201　　133’　　41．6

411　　　　33－　　　8．0

452　　　180卜　　39．8

450　　　　58　　　12．9

9．7　　　2．2、　22；7

8．1，　　0．3 3．7

8．4，　　2．2、　26．2

8．5　　0．6
711

731∵　　　271　　　37．1

1，133－：　　　　40了　　　3．5

　904’V’　　355、

1，180“　　23’

39．3

1．9

0．58‘　　0：112　　　　20：7

0．62　　　　0：03 4：8

0ご62”　　0．15’　　24．2

0．67’　　0；’07　　　10：4

604／　　　188　　　　31：1

410　　　32 7．8

538：　　182、　　33．8

440　　　　52－　　11．8

1LO　　　　4：1　　　37．3

811　　0．3 3．7

9．9　　　2．1°　　21．2

8：4　　0．5 6．0

630V　　　354’　　　56．2

1，152二　　　　25“　　　2．2

1，070〔㌧　399”　37．3

1，136 57、　　5．0

0．51’　　0：17．　　33．3

0．57　　　　0．03 5．3

0．66　　　　0．20　　　30．3

0↓58　　　0．06　　　10：3

600：　　113　　　　18．8

460　　　50－　　10．9

52r　　　1031　　19：8

450　　　　53－　　11．8

10．0　　　1．3　　13．0

8．6．　0．5 5．8

9．8　　　　2．6．　　26．5

8．5　　　0．51　　5：9

1，126’、　　222』　　19：7

1，182、‘　　　　24‘　　　2．0

1，256ヒニ　　459、　　36：5

1，170」　　　　35写　　　3．0

0．61　　　0．16　　　26．2

0．62　　　　0．05 8．1

0、65　　　α24　　　　36．9

0．63　　　　0．05 7：9

シウムについての山・農村における改善が著しく，1、これ，

ら2個の栄養素摂取上の地域差が縮小されつつあること

である。他方，ビタミンは〆V．Cのみが充足され，他

の不足するピタミ．ン類については前回は4地域にほぼ共

通していたが，5年後は都市近郊のV．A’とV．B1，’

漁村のV．B、が充足されて，それぞれ異なったパタr

ンとなった。　　　　　　　＿　　　∴，、・∫、　ン

　また〆、各栄養素の適量摂取児は概して山・農村に増加

傾向がみられ，‘多量摂取児は都市近郊次いで漁村に多く

みられた。，なお，摂取不足児については，・おおむね減少

傾向を示し，、とくに山・農村の動物性たん白質，カルシ

ウムおよび漁村のV．A摂取不足児の減少は顕著であっ

た。．

1さらに，4地域相互の栄養素摂取パターンの類似性に

ついて検討してみると，・、最も似ているのは，前回調査の

山村と農村，（偏差パターン類似率0．743），今回調査の漁

村と都市近郊（同0．660）・・であり，他方，最も似ていな

いのは，前回と今回の両調査ともに山村と漁村（同，

一〇．937，≒0．868）の各パターンであった。

次に‘、摂取エネルギーの栄養素構成比は図3に示すご

とく，，・いずれの対象群においても5年間に糖質エネルギ

ー比は減少，脂質エネルギー比は増加の傾向を呈し，た

ん白質エネルギー比は前回に各地域のそれが11～18％

の間にあったのが，、，5年後に・12～15％に平準化した。1

　　　　　　　　　（％）

エネペルギー・
総たん．白質
動生刎生たん白質・

脂　　　　　質

カルシウム
ビタ讐ンA一

ビタミンB1
ビタ・ミ・ンB2

ビ、タミンC
　’　／　　＾　　二　　　　　　　　●．・71－75

所要量に対する
パターン類似率　0・982－→0・99

　　　　　　　山　村

　　（％｝　　　　　　（％）

　　　　⑪・’69－’74

ぴ968－一◆0・956　　ひ950－■■レ038日　　0・991－■－4レO・989

．農村　遁村　都市近郊

図2．摂取栄養素量の所要量に対する摂取比率とパ

　　、タ←ン類似率め推移．．
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食塩（9）
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これら生活環境別の各栄養素エネルギー比の特徴とその

推移は，国民栄養調査結果が示す経年的変化および所得

階層別格差の姿に類似し，それはD．F．　Hollingworth6）

が述べているごとく，豊かさの漸増の例証であるかもし

れないが，都市近郊のエネルギニ比は東京都幼児7）のそ

れにほぼ等しく，脂質の過剰摂取を抑える必要が生じつ

つある。また，他の3地域の脂質エネルギー比は，現状

より若干上昇しても支障がないように思われるが，どの

ように推移するかについては，．さらに数年後の検討にま

ちたい。

　3∴摂取たん白質の質的評価の推移

　表7に示すように，働物性たん白質比においては漁村

を除く3地域とも5年後に高値となったが，山・農村は

成長期に推奨の値8）には達しておらず，漁村・都市近郊

はそれを凌駕していた。．しかしながら，たん白価，アミ

ノ酸価および化学価においてゴ漁村・都市近郊のみがど

くに秀でてはおらず，4地域ほぼ平均した成績であった。

ただし，有効たん白質量においては，動物性たん白質比

の場合と同様の地域差と推移がみられた。　“

　4．　体位・体力評価の推移と栄養素摂取状況

　調査年度に多少のずれがあるが，表8のごとく，体位

推計基準値に対する対象児の体位の比率は93～110％で

あり，5年間にやや良好にな・うたのは山村と都市近郊∴

　　　　　；1

　　　　　50
　　　　エヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　マピ

　　　　禿4°

　　　：。ギ30　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一．
　　　　　｜
　　　　比20　　　ヒ　ご　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガロ　　く

　　　　　　一一一→調査年度“，

　　　　二　　山　村農　、村漁　村都市近郊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　∨一　　　◇
　　＼’図3．，5年間におけるエネルギ÷比の推移、

　○糖質エネルギー比；一□脂質工ネルギー比　　　’一

　●たん白質三ネルギー比，ごi，r穀類エネルギー比▲、ご

69』
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P止」2

6幾・．

S4　44
|1ジ21臣「・

SL父▽　　　　23罵、
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f・躍2i鍵：1声：
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表6．栄養所要量に対する栄養素摂取状況の推移

（単位：％）

調 査 地 域

．、， 村 ．農． 村 漁’ 村 へ都市近郊

摂取比率　く50　91r｝110151＜、＜50　91～110　151＜　＜50　91～110151＜　＜50，91～110　151＜
　（％）

調査年度’71’75’71’75’71’75’68’73’68’73’68’73，’69’74’69’74’69’74’72、’77’72’77’72’77

エネルギーおよび栄養素

、エネル　　0　0　44　62　0　0　5　0　38　53　0　0　0　0　70　30　0　0　0　．0　20　47　3　5

　　ギー　　　　　　　．

総たん　0　0　3r54　0＼0’10　0　19　38

　白質

動物性47　8　1139　0　8　38　5　14　0
　たん白

　質

5

0

0　　　0　　　0’10　　　0　　40　　20　　　0　’FO　　22　　19　　13　　i8

　　　　　　　　　　、
’3　　0　　0　　20　　0　　60　　20　　0　　2　　17　　20　　33　　26

脂質 0　036－39　818、：19　01033　5 3’0　0・・20101020　1　0

カルシ

…’

Eム
鉄“

19　　　0　　8　’39　　　0　　　0　β33　　13　　　5　　28　　0　　　5　　　0ぺ　　0　　40　　30　　30　　　0　　　1　　9　　30　　乞6　　18　　27

．0　　0　22　62　．0　　0　　5　　0　　5　48　　19　　0　　0　　0　　10　30　20　　0　　2　　0　29　　20　　0　　14

ピタミ　31　31　11　0　0　0　33　48　14　5　0　0　60　20　0　10　0　0　3　12　32　26　3、22

　ンA

ピタミ　19”　0　3　」0　0　10　0　8　10　35　0　0

一ンB1

ピタミ　33　0　6　15　0　0　0　8　5　35　15　0

　ンB2

ビタミ　17　23　14　31　22、8　0　8　24『、5　33　73

　ンC　’

袖’

5　9

一方，：低下したのは農村と漁村であるがダいずれもその

差は有意ではない。体力評価については，4種目の平均

値は3．1～3．5で声位の成績であった。なお，体位の比

率と栄養素摂取状況との間の相関性に一定の傾向を見い

だすことはできなかった。，

　以上のごとく㌧5年の推移にもかかわらず生活環境

別の食品ならびに栄養素摂取状況の差異が明瞭であった

が，このような差異をもたらす要因は何であろうか。こ

れまでのささや旗纏か畝のβ点カミ騨趣る・そ
の一は食料入手環境の問題，その二ほ食生活意識の問題，

その三は母親の家事的生活時間の余裕の問題である。対

象の山村の場合は生活環境の整備が著しく進展したもの

の，豪雪地c）3級僻地であることには変わりなく，食料

入手はまだなお制約をよぎなくされる。また，、対象の農

；漁村は対象とした都市近郊と同じように新潟市郊外に

あり，．食料入手にさ、したる差はないが1前二者は悉皆調

査，後者ぽわが家の食事診断のためにと積極的に調査に

参画されたも1のであり，食生活意識が異なるものと思わ

れ，さらに，山・農・漁村ρ母親は全員就労しており，

都市近郊の母親の80％は主婦専業である。以上のうち

二と三の要因は相互に関連し，生活時間に余裕があるか

ら食生活の情報も得やすく，またその実践も容易である

というプラスの場合と，生活時間の余裕のなさが，食生

活の情報を得がたぐし，したがって意識も停滞したまま

というアイナろの場合があり，究極は生活観の問題に帰，

すが，母親の就労が増えつρある時代を迎え，、．このマイ

ナスの循環を改善する方途の模索がこれからの課題であ

ろう。”．ご、　　　，、　　　　　　　∴ト1、
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表7．摂取たん白質の質的評価の推移

調 査 地 域

山 村、 村 漁 村

調査年度　1971
1975 1968 1973 1969 1974 1972 1977

たん白質の質的評価

　動物性たん白質比　　　32　　　44　　　35　　　43　　　58　　　51　　　’54’　　58’
　　（％）

　たん白価，　　〔1・85（S）　84（Try）81（S）　84（S）　81（S）　80（S）　86（S）　89（S）

アミノ酸価．∵、　　86，（Thr）85（Thr）89（Thr）87（Thr）89（Thr）87（Thr）86（Thr）87（Thr）

　　（幼児の試案パタ、

．、，　一一ン　1973）

　有効たん白量（g）’　34．4・　41．6　　38．9　　41．2　　55．9　　50．4　　51．6　　55．『2

　、（摂取たん白質量×∴

　’たん白価戊　　’

　化学価

　　卵価（日本1966）75、（S）　77（S）　69（S）　74（S）　69（S）、70（S）　75（S）74（S）

　　人乳価・（日本1966）85’（Lys）90（Lys）88（Lys）84（Lys）．85（Tyr）91（Leu）87（Try）89（Try）“

　　牛乳価（日本ユ966）．77（Lys）．82（Lys）80（Lys）77－（Lys）90（Lys）w93（Lys）89（Lys）’92（Phe）或

　　E／丁比　　　 2．486　12．457　2．546　2．478、’∴2；542’　2．497　2．522　2．589

　　　　　　　　r
　　　・、　、∵㌻　1　　　　表＆対象幼児の体位・体力評価の準移

調 査フ　　弛 域・

山 村 農 村 漁 村

調査年度　　1971
1975

ユ968
1973 1969 1974 1972 1977

5ξS．D．5ξS．D．3ζS．D．5ξS．D．3ζS．D．文S．D．叉S．D．叉S．D．

体位の体位推計基準値に対する比率（％）

　身長　　　　　　　　954．5　97311053．4

　体重　　　　　　　　937．51038．81106．0
体力評価（3．0を中位とする5段階法による）

平衡力

筋持久力

瞬発性

調整力

平均値

4．3　　1．2　　3．0　　0．8　　3．4　　0．8

2．7　0．8　2．7　0．5　2．6　0．9

3．7　0．2　2．8　0．6　3．1　0．9

3．5　0．8　3．7　0．8　3．4　0．7

3．5　0．7’　3．1　0．8　3．1　0．8

98　　2．0　　103　　4．2　　　98　　2．1　　　99　　3．5　　101　　4．8

96　　6．0　　101　7．0　　95　　9．0　　94　　5．3　　101　7．7

3．2　0．7　3．2　0．8　3．2

2．3　0．8　3．2　0．7　3．2

3．1　0．9　2．9　0．9　3．0

3．7　0．7　3．2　0．8　3．2

3．1　　0．8　　3．1　　0．8　　3．1

0．7

0．7

0．6

0．4

0．6

3．0　　1．5　4．0　　1．0

　　　　2．7　0．8

3．1　0．9　3．0　1．0

3．5　2．7　4．3　　0．8

3．2　1．8　3．5　0．8

　さらに，生活環境を問わず，しかも時代の推移にもか

かわらず，調査対象の幼児に共通して存する問題点は，

緑黄色野菜摂取の困難性である。この困難性については

東京都幼児7）をはじめとして，他の地域での多数の調査

成績9）10）に表出されているところである。一般に幼児は

緑黄色野菜を好まないが，Carol　I．　Ireton11）やInez

Harri1112）らの研究に示唆されているごとく，調理法の

工夫と幼児心理に則った摂取を促す努力を，幼児の食事
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に携わる人々は実践し，望ましい食習慣、・食嗜好の形成1　よびV．B2元さらに山村のカルシウムが充足されず，栄

を援助しなければならないものと考える。　　　　　　　養素摂取上の生活環境別の差異が明瞭であった。．

．・約　　　：，

　1968年∫》1977年にかけて新潟県内の山∴農゜漁村お

よび都市近郊における幼児の5年間の栄養摂取状況め推

移について調査し，以下の結果を得た。

　1）食品摂取パタ』ンはおおむね基準量パターンに接

近し，とくに山・漁村のそれが顕著であった。4地域共

通して肉・油脂類，その他の野菜の増加および菓子類の

減少と，依然として緑黄色野菜，乳類および穀類の摂取

不足が観察された。

　2）栄養素摂取状況の5年間における推移は比較的小

さく，’また各栄養素の増減について4地域共通の現象は

みられなかったが，平均的な栄養水準は概して所要量に

接近する，よりよい方向に推移した。

　3）栄養素摂取上の個人差はエネルギーおよび糖質に

おいてやや小さく）発育期にとくに必須の栄養素におい

ておおむねやや大であった。：また，各栄養素の適量摂取

児は概して山・農村に増加傾向がみられ，多量摂取児は

都市近郊次いで漁村に比較的多くみられ，一方，摂取不

泥児はおおむね減少傾向を示していた。

れ，不足の栄養素はV．B2のみであり，漁村は総たん

白質，動物性たん白質が多量摂取され，不足の栄養素は

V．AとV．　B2である。山・農村はかな＼り改善されだ

ものの，まだ動物性たん白質，脂質，V．A，　V．B1お

　　終りに臨み，終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学

　の塚原叡教授に厚くお礼申し上げます。また本調査にご

　協力いただきました調査対象世帯の方々に深謝いたしま

　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵、
　　　　　　　　、　‘　　　　　　　　　　　　　　了　　’

　　　　　　　　　　文　　　　献

　　　　日本人の栄養所要量と解説，p．17，24，59，74，
　　　　81，　94，　96，　97，　100，　101，　139，　140（1975）▲　第

　　：崎基嘉，提　忠一，松見富士夫，：西村薫：栄養

　　4）罐瀧碧高綴1大沢文己吉1｝1趣、栄

　　　　養と食糧，22，559（1969）　　　・　・
　　5）丸井英二，豊川裕之：日公衛誌，22，385（1975）

　　8）武藤静子（監修）：母子栄養ハソドブック，’E‘117，

　　10）・八倉巻和子：日本家政学会第29回総会研究発表要

　　　　旨集，且150（1977）

　　12）Harril1，1．，　Smith，　C．　and　Gangeve，　J．A．：∫

’丸

@．’　　一　二・．　　　（昭和53年11月1日受理）
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